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中里　光男，永山　敏廣，観　　公子，田端　節子，

立石　恭也，安田　和男：原料生薬に含まれる有害物質

の実態調査　－薬用ニンジンについて－，プロジェクト

研究報告書「漢方方剤・生薬の品質と生体作用に関する

研究」，21-26，2000．

安田　一郎，浜野　朋子，中嶋　順一，宮武ノリヱ，

守安　貴子，岸本　清子，上村　　尚，大西　和夫，鈴

木　幸子，木島　孝夫，高崎みどり，徳田　春邦：細辛

に含まれる抗発癌プロモーター作用物質とその含量によ

る品質評価，プロジェクト研究報告書「漢方方剤・生薬

の品質と生体作用に関する研究」，27-31，2000．

佐藤かな子，安田　一郎，長井二三子，瀬戸　隆子，

加納　いつ：牡丹皮中のNa,K-ATPase活性阻害物質

1,2,3,4,6-ペンタ-O-ガロイル-β-D-グルコースの分画，

精製とその阻害作用の解明，プロジェクト研究報告書

「漢方方剤･生薬の品質と生体作用に関する研究」，32-36，

2000．

佐藤かな子，長井二三子，瀬戸　隆子，牛山　慶子，

浜野　朋子，塩田　寛子，大西　和夫，加納　いつ，山

内　　浩：胃疾患に繁用される漢方方剤および構成生薬

エキスのH,K-ATPase活性におよぼす影響，プロジェク

ト研究報告書「漢方方剤･生薬の品質と生体作用に関す

る研究」，37-38，2000．
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佐藤かな子，長井二三子，加納　いつ：蒼朮の主成分

ヒネソールによる胃粘膜酵素H,K-ATPaseの阻害機構の

解明，プロジェクト研究報告書「漢方方剤･生薬の品質

と生体作用に関する研究」，39-44，2000．

牛山　慶子，長井二三子，大久保智子，加納　いつ，

安田　一郎，瀬戸　隆子：生薬地黄のDNA傷害作用お

よび作用物質の部分精製，プロジェクト研究報告書「漢

方方剤･生薬の品質と生体作用に関する研究」，45-48,

2000．

大久保智子，長井二三子，佐藤かな子，加納　いつ，

瀬戸　隆子，牛山　慶子：牡丹皮，芍薬およびその含有

成分による酸化的DNA傷害の抑制機構の解明，プロジ

ェクト研究報告書「漢方方剤･生薬の品質と生体作用に

関する研究」，49-53，2000．

横山　嘉子，加納　いつ，大久保智子，長井二三子，

佐藤かな子，瀬戸　隆子：各種漢方方剤と構成生薬エキ

スの細胞毒性の検討，プロジェクト研究報告書「漢方方

剤･生薬の品質と生体作用に関する研究」，54-57，2000．

鈴木　　淳，村田以和夫，安田　一郎：寄生虫に関す

る漢方・生薬および香辛料の有効性に関する研究，プロ

ジェクト研究報告書「漢方方剤･生薬の品質と生体作用

に関する研究」，58-62，2000．

柳川　義勢，新垣　正夫，只野　敬子，畠山　　薫，

諸角　　聖，瀬戸　隆子：生薬・漢方方剤の

Helicobacter pyloriに対する抗菌活性に関する研究，プ

ロジェクト研究報告書「漢方方剤･生薬の品質と生体作

用に関する研究」，63-66，2000．

鈴木　孝人，高野伊知郎，長井二三子，藤谷　知子，

牛山　慶子，大久保智子，瀬戸　隆子，池田　真吾，加

納　いつ：卵白アルブミン感作マウスのIgE抗体産生と

ヒスタミン遊離作用における補中益気湯投与による抑制

効果，プロジェクト研究報告書「漢方方剤･生薬の品質

と生体作用に関する研究」，67-72，2000．

長井二三子，鈴木　孝人，大久保智子，佐藤かな子，

瀬戸　隆子，加納　いつ：RAW264.7マクロファージ

NO産生能に及ぼす補中益気湯の影響，プロジェクト研

究報告書「漢方方剤・生薬の品質と生体作用に関する研

究」，73-75，2000．

市川　久次，牛尾　房雄，門間　公夫，植田　忠彦，

佐藤　和恵，浦野　四郎：酸素ストレスの四逆散連続経

口投与ラットの抗酸化系に及ぼす影響，プロジェクト研

究報告書「漢方方剤・生薬の品質と生体作用に関する研

究」，76-79，2000．

坂本　義光，多田　幸恵, 田山　邦昭, 福森　信隆，長

澤　明道，湯沢　勝廣，矢野　範男，池田　虎雄, 高橋

博, 青木　直人，藤井　　孝：十全大補湯およびコレス

テロ－ルの併用による13週間投与試験，東京都立衛生研

究所プロジェクト研究報告書「漢方方剤・生薬の品質と

生体作用に関する研究」，80-86，2000．

坂本　義光，長澤　明道，矢野　範男，湯澤　勝廣，

青木　直人：自己免疫疾患マウス（MRL/l）による十全

大補湯の13週間投与試験腎糸球体病変の病理組織学的検

査結果，東京都立衛生研究所プロジェクト研究報告書

「漢方方剤・生薬の品質と生体作用に関する研究」，87-

89，2000．

坂本　義光，多田　幸恵，田山　邦昭，福森　信隆，

長澤　明道，湯沢　勝廣，矢野　範男，池田　虎雄，高

橋　　博，青木　直人：十全大補湯のF344ラットによ

る104週間投与試験，東京都立衛生研究所プロジェクト

研究報告書「漢方方剤・生薬の品質と生体作用に関する

研究」，90-96，2000．

田山　邦昭，高橋　　博，矢野　範男，湯澤　勝廣，

長澤　明道，坂本　義光，青木　直人：六味丸のラット

膀胱腫瘍に対する抗腫瘍性・抗転移性の検討，都立衛生
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研究所プロジェクト研究報告書「漢方方剤・生薬の生体

作用に関する研究」，97-99，2000．

田山　邦昭，坂本　義光，矢野　範男，高橋　　博，

湯澤　勝廣，長澤　明道，福森　信隆，多田　幸恵，林

田　志信，青木　直人：十全大補湯のラット膀胱腫瘍に

対する抗腫瘍性および抗癌剤との併用による増強作用の

検討，東京都立衛生研究所プロジェクト研究報告書「漢

方方剤・生薬の品質と生体作用に関する研究」，100-105，

2000．

吉田　誠二，青木　直人：十全大補湯長期摂取動物の

染色体分析，東京都立衛生研究所プロジェクト研究報告

書「漢方方剤・生薬の品質と生体作用に関する研究」，

106-107，2000．

瀬戸　隆子，浜野　朋子，塩田　寛子，上村　　尚，

大西　和夫：漢方方剤桂枝茯苓丸の剤形による成分の違

い及び煎液エキス化における成分変化，東洋医学事業研

究報告書　第四期（平成８年度から平成10年度）－症状

の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を

中心として－，139-144，2000．

瀬戸　隆子，浜野　朋子，塩田　寛子，上村　　尚，

大西　和夫：漢方処方製剤中のアリストロキア酸I及び

IIの分析法，東洋医学事業研究報告書　第四期（平成８

年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・

鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－，145-150，

2000．

佐藤かな子，瀬戸　隆子，宮武ノリヱ，浜野　朋子，

塩田　寛子，大西　和夫：キャピラリー電気泳動による

生薬含有医薬品中のセンノサイドA及びセンノサイドB

の定量，東京都衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期

（平成８年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢

方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－，

151-155，2000．

安田　一郎，浜野　朋子，中嶋　順一，宮武ノリヱ，

守安　貴子，岸本　清子，上村　　尚，大西　和夫，鈴

木　幸子，木島　孝夫，高崎みどり，徳田　春邦：細辛

に含まれる抗発癌プロモーター作用物質とその含量によ

る品質評価，東洋医学事業研究報告書，第四期（平成８

年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・

鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－，162-167,

2000．

佐藤かな子，安田　一郎，長井二三子，瀬戸　隆子，

加納　いつ：牡丹皮中のNa,K-ATPase活性阻害物質

1,2,3,4,6-ペンタ-O-ガロイル-β-D-グルコースの分画，

精製とその阻害作用の解明，東京都衛生局東洋医学事業

研究報告書，第四期（平成８年度から平成10年度）－症

状の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明

を中心として－，168-173，2000．

佐藤かな子，長井二三子，瀬戸　隆子，牛山　慶子，

浜野　朋子，塩田　寛子，大西　和夫，加納　いつ，山

内　　浩：胃疾患に繁用される漢方方剤および構成生薬

エキスのH,K-ATPase活性に及ぼす影響，東京都衛生局

東洋医学事業研究報告書，第四期（平成８年度から平成

10年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メ

カニズム解明を中心として－，174-175，2000．

佐藤かな子，長井二三子，加納　いつ：蒼朮の主成分

ヒネソールによる胃粘膜酵素H,K-ATPaseの阻害機構の

解明，東京都衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期

（平成８年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢

方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－，

176-182，2000．

牛山　慶子，長井二三子，大久保智子，加納　いつ，

安田　一郎，瀬戸　隆子：生薬地黄のDNA傷害作用お

よび作用物質の部分精製，東京都衛生局東洋医学事業研

究報告書，第四期（平成８年度から平成10年度）－症状

の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を

中心として－，183-186，2000．
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大久保智子，長井二三子，佐藤かな子，加納　いつ，

瀬戸　隆子，牛山　慶子：牡丹皮，芍薬およびその含有

成分による酸化的DNA傷害の抑制機構の解明，東京都

衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期（平成８年度か

ら平成10年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の

作用メカニズム解明を中心として－，187-191，2000．

横山　嘉子，加納　いつ，大久保智子，長井二三子，

佐藤かな子，瀬戸　隆子：各種漢方方剤と構成生薬エキ

スの細胞毒性の検討，東京都衛生局東洋医学事業研究報

告書，第四期（平成８年度から平成10年度）－症状の改

善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心

として－，192-195，2000．

鈴木　　淳，村田以和夫，安田　一郎：寄生虫に関す

る漢方・生薬および香辛料の有効性に関する研究，東京

都衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期（平成８年度

から平成10年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・鍼灸

の作用メカニズム解明を中心として－，196-200，2000．

柳川　義勢，新垣　正夫，只野　敬子，畠山　　薫，

諸角　　聖，瀬戸　隆子：生薬・漢方方剤の

Helicobacter pyloriに対する抗菌活性に関する研究，東

京都衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期（平成８年

度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・鍼

灸の作用メカニズム解明を中心として－，201-204 ,

2000．

鈴木　孝人，高野伊知郎，長井二三子，藤谷　知子，

牛山　慶子，大久保智子，瀬戸　隆子，池田　真吾，加

納　いつ：卵白アルブミン感作マウスのIgE抗体産生と

ヒスタミン遊離作用における補中益気湯投与による抑制

効果，東京都衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期

（平成８年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢

方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－，

205-211，2000．

長井二三子，鈴木　孝人，大久保智子，佐藤かな子，

瀬戸　隆子，加納　いつ：RAW264.7マクロファージの

NO産生能に及ぼす補中益気湯の影響，東京都衛生局東

洋医学事業研究報告書，第４期（平成８年度から平成10

年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メカ

ニズムを中心として－，212-214，2000．

市川　久次，牛尾　房雄，門間　公夫，植田　忠彦，

佐藤　和恵，浦野　四郎：酸素ストレスの四逆散連続経

口投与ラットの抗酸化系に及ぼす影響，東京都衛生局東

洋医学事業研究報告書，第四期（平成８年度から平成10

年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メカ

ニズム解明を中心として－，215-219，2000．

坂本　義光，多田　幸恵, 田山　邦昭, 福森　信隆，長

澤　明道，湯沢　勝廣，矢野　範男，池田　虎雄，高橋

博，青木　直人：十全大補湯およびコレステロ－ルの併

用による13週間投与試験，東京都衛生局東洋医学事業研

究報告書，第四期（平成８年度から平成10年度）－症状

の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を

中心として－，220-226，2000．

坂本　義光，長澤　明道，矢野　範男，湯澤　勝廣，

青木　直人：自己免疫疾患マウス（MRL/l）による十全

大補湯の13週間投与試験腎糸球体病変の病理組織学的検

査結果，東京都衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期

（平成８年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢

方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－，

227-230，2000．

坂本　義光，多田　幸恵，田山　邦昭，福森　信隆，

長澤　明道，湯沢　勝廣，矢野　範男，池田　虎雄，高

橋　　博，青木　直人：十全大補湯のF344ラットによ

る104週間投与試験，東京都衛生局東洋医学研究報告書，

第四期（平成８年度から平成10年度）－症状の改善に向

けた漢方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心とし

て－，231-237，2000．

田山　邦昭，高橋　 博，矢野　範男，湯澤　勝廣，

長澤　明道，坂本　義光，青木　直人：六味丸のラット

膀胱腫瘍に対する抗腫瘍性・抗転移性の検討，東京都衛
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生局東洋医学事業研究報告書，第四期（平成８年度から

平成10年度）－症状の改善に向けた漢方製剤・鍼灸の作

用メカニズム解明を中心として－，238-240，2000．

田山　邦昭，坂本　義光，矢野　範男，高橋　　博，

湯澤　勝廣，長澤　明道，福森　信隆，多田　幸恵，林

田　志信，青木　直人：十全大補湯のラット膀胱腫瘍に

対する抗腫瘍性および抗癌剤との併用による増強作用の

検討，東京都衛生局東洋医学事業研究報告書，第四期

（平成８年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢

方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－，

241-246，2000．

吉田　誠二，青木　直人：十全大補湯長期摂取動物の

染色体分析，東京都衛生局東洋医学研究報告書，第四期

（平成８年度から平成10年度）－症状の改善に向けた漢

方製剤・鍼灸の作用メカニズム解明を中心として－ ,

247-248，2000．

東京都衛生局：平成11年度第18回東京都衛生検査所精

度管理事業報告書，1999．

遠藤美代子，奥野　ルミ，下島優香子，村田以和夫，

関根　大正，小久保彌太郎：都内で発生した髄膜炎菌性

髄膜炎・敗血症等について，病原微生物検出情報，
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